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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ダブルペロブスカイト型のタンタル酸ストロンチウムビスマスを酸処理し、層間の酸化
ビスマス層をプロトンと置換した後、層間に塩基性化合物を作用させて、層間を剥離する
ことにより得られることを特徴とする酸化物ナノシート蛍光体。
【請求項２】
　ビスマス／タンタルの組成比が０．０５～０．１５の範囲であり、かつストロンチウム
／タンタルの組成比が０．３０～０．４５の範囲であることを特徴とする請求項１に記載
の酸化物ナノシート蛍光体。
【請求項３】
　波長４００～５５０ｎｍの範囲に発光ピークを有することを特徴とする請求項１または
２に記載の酸化物ナノシート蛍光体。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の酸化物ナノシート蛍光体を製造する方法であって
、
　ダブルペロブスカイト型のタンタル酸ストロンチウムビスマスを酸処理することによっ
て、酸化ビスマス層を選択的にプロトンと置換する工程と、
　プロトンに置換した層状酸化物に、塩基性化合物を作用させて、該層状酸化物の層間を
剥離する工程とを備えることを特徴とする酸化物ナノシート蛍光体の製造方法。
【請求項５】
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　前記塩基性化合物が、エチルアミンであることを特徴とする請求項４に記載の酸化物ナ
ノシート蛍光体の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、酸化物ナノシート蛍光体及びその製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　オプトエレクトロニクスおよびフラットパネルディスプレイ等の技術の進歩に伴って、
これらに用いられる、より優れた特性を有する光機能材料の要求が高まっている。このよ
うな光機能材料として、半導体ナノ粒子蛍光体が注目されている。この半導体ナノ粒子は
、量子サイズ効果により、同じ材料で出来ていても粒径が小さくなるほどバンドギャップ
が短波長側にシフトし、同時に短波長側の発光を示すようになる。
【０００３】
　代表的な半導体ナノ粒子蛍光体として、テルル化カドミウムが知られており、最近の改
良により高い発光効率が得られるようになった（非特許文献１）。しかしながら、発光色
は緑色から赤色までであり、波長５００ｎｍ以下の青色の発光は困難であった。また、カ
ドミウムは人体に有害であるためカドミウムフリーの半導体ナノ粒子蛍光体の開発が期待
されている。
【０００４】
　酸化物ナノシートを用いた蛍光体として、ゲスト種とホスト層とから構成される層状酸
化物を１層のホスト層まで剥離して得られる酸化物ナノシートに希土類イオンを複合した
蛍光体が報告されている（特許文献１及び２）。また、例えば、酸化チタンナノシートと
３価のユーロピウムとの複合体から、赤色発光が得られたことが報告されている（非特許
文献２）。しかしながら、このような複合体においても、青色発光を示す蛍光体は得られ
ていない。
【特許文献１】特開２００６－９６８９７（Ｐ２００６－９６８９７Ａ）
【特許文献２】特開２００６－２９１１１９（Ｐ２００６－２９１１１９Ａ）
【非特許文献１】李、村瀬、ケミストリーレターズ、３４巻、９２ページ（２００５）
【非特許文献２】松本ら、ジャーナル　オブ　フィジカルケミストリーＢ、１０９巻、１
２７４８ページ（２００５）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、青色発光が可能な酸化物ナノシート蛍光体及びその製造方法を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の酸化物ナノシート蛍光体は、ストロンチウム、タンタル及びビスマスを含む２
次元結晶子であること特徴としている。
【０００７】
　本発明の酸化物ナノシート蛍光体は、酸化物ナノシート単独で蛍光特性を示すものであ
り、上述の従来の蛍光体のように、酸化物ナノシートと希土類イオンなどの複合体とは異
なるものである。また、従来の蛍光体においては、上述のように、青色を発光する蛍光体
は得られておらず、この点においても本発明の酸化物ナノシート蛍光体は、新規でかつ画
期的なものである。
【０００８】
　本発明に従う好ましい実施形態における酸化物ナノシート蛍光体は、ダブルペロブスカ
イト層から構成されている。好ましくは、ダブルペロブスカイト層の１層から構成されて
いる。このようなダブルペロブスカイト層が構成される酸化物ナノシート蛍光体は、例え
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ば、Ｂｉ２ＳｒＴａ２Ｏ９などで示されるダブルペロブスカイト型のタンタル酸ストロン
チウムビスマスを酸処理し、層間の酸化ビスマスをプロトンと交換した後、層間に塩基性
化合物を作用させて、層間を剥離することにより製造することができる。
【０００９】
　図１は、Ｂｉ２ＳｒＴａ２Ｏ９の結晶構造を示す模式図である。図１に示すように、〔
Ｓｒ１Ｔａ２Ｏ７〕－２で示されるホスト層の層間に、〔Ｂｉ２Ｏ２〕＋２で示される酸
化ビスマス層が挿入されることにより構成されている。このようなタンタル酸ストロンチ
ウムビスマスを酸処理すると、層間の酸化ビスマス層が、プロトンすなわちＨ＋に置換さ
れたプロトン置換体が得られる。このプロトン置換体に有機アミンなどの塩基性化合物を
作用させることにより、層間を剥離することができ、本発明の酸化物ナノシート蛍光体を
得ることができる。
【００１０】
　上述のように、ビスマス（Ｂｉ）は、層間に酸化ビスマス層として存在しているが、一
部のビスマス（Ｂｉ）は、ホスト層のストロンチウム（Ｓｒ）等と置換していると考えら
れる。
【００１１】
　また、本発明においては、後述する実施例において示すように、使用する酸の濃度や種
類等によって、得られる酸化物ナノシート蛍光体における各元素の組成比が変化すること
がわかっている。また、原料として用いるストロンチウム、タンタル及びビスマスを含む
ビスマス層状酸化物における組成比によっても、得られる酸化物ナノシート蛍光体中にお
ける各元素の組成比を変化させることができる。
【００１２】
　本発明における酸化物ナノシート蛍光体においては、ビスマス／タンタルの組成比が０
．０５～０．１５の範囲であることが好ましい。また、ストロンチウム／タンタルの組成
比は０．３０～０．４５の範囲であることが好ましい。このような範囲内とすることによ
り、高い発光強度で青色発光を得ることができる。
【００１３】
　本発明の酸化物ナノシート蛍光体は、波長４００～５５０ｎｍの範囲に、発光ピークを
有することが好ましい。発光ピークは、本発明の酸化物ナノシート蛍光体における各元素
の組成比や、あるいは各元素を他の元素で置換することなどにより、シフトさせることが
できると考えられる。
【００１４】
　本発明の酸化物ナノシート蛍光体の厚みは、特に限定されるものではないが、例えば、
０．８～５ｎｍの範囲である。上述のように、ダブルペロブスカイト層から構成される場
合、ダブルペロブスカイト層１層の厚みであってもよいし、２層～５層程度の厚みであっ
てもよい。微細な酸化物ナノシート蛍光体を得る目的からは、ダブルペロブスカイト層１
層分の厚みものであることが好ましい。
【００１５】
　本発明の酸化物ナノシート蛍光体の厚み方向と垂直な方向における幅は、特に限定され
るものではないが、例えば、０．０１～５μｍの範囲である。酸化物ナノシート蛍光体の
幅は、原料となるビスマス層状酸化物の粒子径などを調整することにより、制御すること
が可能である。
【００１６】
　タンタル酸ストロンチウムビスマスは、強誘電体を有する酸化物として近年注目されて
おり、種々検討されている。例えば、ビスマス、ストロンチウム、あるいはタンタルなど
の構成元素を他の元素で置換することなども検討されている。例えば、ストロンチウムの
一部を、カルシウムなどの２価の金属元素で置換してもよい。また、タンタルの一部を、
ニオブなどの元素で置換してもよい。また、ビスマスの一部を３価の希土類元素などで置
換してもよい。
【００１７】
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　従って、本発明の酸化物ナノシート蛍光体においては、ストロンチウム、タンタル及び
ビスマス以外に、上記の置換元素が含まれていてもよい。
【００１８】
　本発明の製造方法は、上記本発明の酸化物ナノシート蛍光体を製造することかできる方
法であり、ストロンチウム、タンタル及びビスマスを含むビスマス層状酸化物を酸処理す
ることによって、酸化ビスマス層を選択的にプロトンと置換する工程と、プロトンに置換
した層状酸化物に塩基性化合物を作用させて、該層状酸化物の層間を剥離する工程とを備
えることを特徴としている。
【００１９】
　本発明の製造方法によれば、本発明の酸化物ナノシート蛍光体を、効率良く製造するこ
とができる。
【００２０】
　ビスマス層酸化物を酸処理する際に用いる酸の種類は特に限定されるものではないが、
例えば、塩酸、硝酸、硫酸などの無機酸や、有機酸などを挙げることができる。酸濃度と
しては、０．１～１０モル／リットルの範囲が一般的である。
【００２１】
　酸処理により、上述のように、層間の酸化ビスマス層を水素イオンと置換し、プロトン
置換層状酸化物を得ることができる。酸処理後は、好ましくは、純水で洗浄し、次に塩基
性化合物を作用させる。塩基性化合物としては、有機アミンが一般的に好ましく用いられ
る。有機アミンとしては、エチルアミン、メチルアミン、プロピルアミン、ブチルアミン
、ペンチルアミン、テトラメチルアミン、テトラエチルアミン、テトラプロピルアミン、
テトラブチルアミンなどが挙げられる。これらの中でも、特にエチルアミンが好ましい。
エチルアミンを用いることにより、より薄い酸化物ナノシート蛍光体を得ることができる
。作用させる塩基性化合物の濃度としては、０．０１～１．０モル／リットルの範囲が一
般的である。
【００２２】
　塩基性化合物を作用させて層間を剥離することにより、本発明の酸化物ナノシート蛍光
体が分散したコロイド溶液が一般的に得られる。このコロイド溶液から、酸化物ナノシー
ト蛍光体を分離し、乾燥させて粉末状の酸化物ナノシート蛍光体を得ることができる。ま
た、コロイド溶液をそのまま用いることも可能である。例えば、コロイド溶液に、必要に
応じてバインダ等を添加し、塗料にして、塗布することにより、蛍光体含有塗料を調製す
ることも可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明を実施例により、具体的に説明するが、本発明は以下の実施例に限定され
るものではない。
【００２４】
　（実施例１）
　〔ビスマス層状酸化物の調製〕
　酸化ビスマス（Ｂｉ２Ｏ３）、酸化ストロンチウム（ＳｒＯ）、及び酸化タンタル（Ｔ
ａ２Ｏ５）を、モル比で２：１：２の割合となるように混合し、この混合物を大気中で９
００℃４時間焼成した後、さらに大気中で１２００℃４時間焼成することにより、Ｂｉ２

ＳｒＴａ２Ｏ９で示されるダブルペロブスカイト型のビスマス層状酸化物を得た。以下、
このビスマス層状酸化物をＢＳＴと表記する。
【００２５】
　得られたＢＳＴ粉末は、図２の（ａ）に示すようなＸＲＤ回折プロファイルを示した。
【００２６】
　〔ＢＳＴ粉末の酸処理〕
　得られたＢＳＴ粉末０．５ｇを、３規定の塩酸溶液１００ｍｌに添加して混合し、室温
で２４時間乾燥させた。その後、遠心分離により、上澄みを取り除き、新しい酸水溶液に
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入れ換え攪拌した。この操作を３回繰り返した。その後、遠心分離によって、上澄みを取
り除き、得られた粉末を純水で洗浄した。
【００２７】
　以上の工程により、ＢＳＴ粉末の層間のビスマスイオンの大部分を、水素イオンと置換
したプロトン体ＢＳＴ粉末を得た。得られたプロトン体ＢＳＴ粉末は、図２の（ｂ）に示
すようなＸＲＤ回折プロファイルを示した。
【００２８】
　〔プロトン体ＢＳＴ粉末の剥離処理〕
　上記のようにして得られたプロトン体ＢＳＴ粉末０．４ｇを、０．１モル／リットルの
エチルアミン水溶液１００ｍｌ中に添加し、３日間攪拌した。このアミン水溶液中での攪
拌工程により、プロトン体ＢＳＴ粉末の層間を剥離し、酸化物ナノシート蛍光体を得るこ
とができる。
【００２９】
　次に、得られた溶液を３０００ｒｐｍで遠心分離し、遠心分離用の容器の底に沈降する
未剥離の層状酸化物を取り除いて、酸化物ナノシート蛍光体のコロイド溶液を得た。
【００３０】
　得られたコロイド溶液をマイカの上に滴下した後、乾燥させ、酸化物ナノシート蛍光体
を原子間力顕微鏡で観察した。
【００３１】
　図３は、酸化物ナノシート蛍光体の原子間力顕微鏡像を示す図である。図３に示すよう
に、酸化物ナノシート蛍光体の厚さは、約１．３ｎｍであり、その幅は３０～６００ｎｍ
程度であった。なお、酸化物ナノシート蛍光体の厚さである約１．３ｎｍは、出発物質で
ある層状酸化物のホスト層１層の厚さに対応している。
【００３２】
　得られた酸化物ナノシート蛍光体について、ＩＣＰで元素分析を行った。その結果、ビ
スマス／タンタル比（原子比）は０．０８であり、ストロンチウム／タンタル比（原子比
）は０．３８であった。
【００３３】
　図４は、得られた酸化物ナノシート蛍光体の紫外可視光吸収スペクトルを示す図である
。図４に示すように、紫外領域において吸収が存在している。
【００３４】
　得られた酸化物ナノシートのコロイド溶液に、２９０ｎｍの紫外光を照射すると、図５
に示すように、波長４００～５５０ｎｍの範囲にピークを有する発光スペクトルが得られ
た。図５には、４７０ｎｍの発光をモニターして得られた励起スペクトルと、酸化物ナノ
シート蛍光体からの発光スペクトルを示す。
【００３５】
　以上のことから明らかなように、本実施例の酸化物ナノシート蛍光体は、青色発光可能
な蛍光体であることが確認された。
【００３６】
　（実施例２）
　実施例１において、酸処理する際に用いた酸溶液を１規定の塩酸溶液１００ｍｌとし、
層間剥離処理に用いた有機アミン水溶液を、０．１モル／リットルのブチルアミン水溶液
１００ｍｌとする以外は、実施例１とほぼ同様にして酸化物ナノシート蛍光体を得た。
【００３７】
　図６は、得られた酸化物ナノシート蛍光体の原子間力顕微鏡像を示す図である。
【００３８】
　図６（ａ）は、厚みの厚いナノシート蛍光体であり、このナノシート蛍光体は、３～４
層に相当するナノシートであると考えられる。また、図６（ｂ）に示すナノシート蛍光体
は、２層に相当するナノシートであると考えられる。得られたナノシート蛍光体において
は、厚さ１．３ｎｍ程度のものも含まれていた。従って、本実施例で得られた酸化物ナノ
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シート蛍光体には、ホスト層１層のものも含まれているが、ホスト層１層にまで完全に剥
離されていない、バイレイヤー（２層）、トリプルレイヤー（３層）などの数層積層した
ナノシートが含まれていると考えられる。
【００３９】
　上記実施例１と同様にして、得られた酸化物ナノシート蛍光体の元素分析を行ったとこ
ろ、ビスマス／タンタル比は、０．１１であり、ストロンチウム／タンタル比は０．４１
であった。
【００４０】
　また、実施例１と同様に、波長４００～５５０ｎｍの範囲に発光ピークを有する発光ス
ペクトルが得られた。実施例１で得られた最大の発光強度を１とすると、本実施例の酸化
物ナノシート蛍光体の発光強度は０．９０であった。
【００４１】
　（実施例３）
　実施例１において、酸処理する際に用いた酸溶液を５規定の塩酸溶液１００ｍｌとし、
層間剥離処理に用いた有機アミン水溶液を、０．１モル／リットルのプロピルアミン水溶
液１００ｍｌとする以外は、実施例１とほぼ同様にして酸化物ナノシート蛍光体を得た。
【００４２】
　得られた酸化物ナノシート蛍光体について原子間力顕微鏡で観察したところ、実施例２
と同様に、ホスト層１層にまで完全に剥離されていない、バイレイヤー（２層）、トリプ
ルレイヤー（３層）などの数層積層したナノシートも含まれていると考えられる。
【００４３】
　上記実施例１と同様にして、得られた酸化物ナノシート蛍光体の元素分析を行ったとこ
ろ、ビスマス／タンタル比は、０．０７５であり、ストロンチウム／タンタル比は０．３
３であった。
【００４４】
　また、実施例１と同様に、波長４００～５５０ｎｍの範囲に発光ピークを有する発光ス
ペクトルが得られた。実施例１で得られた最大の発光強度を１とすると、本実施例の酸化
物ナノシート蛍光体の発光強度は０．８２であった。
【００４５】
　（実施例４）
　実施例１～３の剥離工程（アミン水溶液処理）後の遠心分離の際に、沈殿した沈殿物を
回収し、この沈殿物０．１ｇ程度をエタノール５０ｍｌ中に入れ、１日攪拌した。その後
、得られた溶液を３５００ｒｐｍで遠心分離し、遠心分離後の容器の底に沈降する未剥離
の層状酸化物を取り除き、酸化物ナノシート蛍光体のコロイド溶液を得た。
【００４６】
　この酸化物ナノシート蛍光体のコロイド溶液に２９０ｎｍの紫外光を照射すると、図５
に示すような波長４００～５５０ｎｍの範囲に発光ピークを有する発光スペクトルを得る
ことができた。
【００４７】
　実施例１で得られた最大発光強度を１とすると、本実施例で得られた酸化物ナノシート
蛍光体の発光強度は０．６５であった。
【００４８】
　（比較例１）
　比較として、層状酸化物ＣｓＳｒ２Ｔａ３Ｏ１０を酸処理した後、剥離することによっ
て、酸化物ナノシートを作製した。具体的には、硝酸セシウム（ＣｓＮＯ３）、酸化スト
ロンチウム（ＳｒＯ）、酸化タンタル（Ｔａ２Ｏ５）を１．５：２：３のモル比で混合し
、これを大気中で９００℃４時間で焼成した後、さらに大気中で１２００℃４時間焼成す
ることにより、ＣｓＳｒ２Ｔａ３Ｏ１０を得た。
【００４９】
　得られた粉末０．５ｇを、３規定の塩酸溶液１００ｍｌに添加混合し、室温で２４時間
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攪拌させた。その後、遠心分離により、上澄みを取り除き、新しい酸水溶液に入れ換え攪
拌した。この操作を３回繰り返した。
【００５０】
　その後、遠心分離によって、上澄みを取り除き、得られた粉末を純水で洗浄し、プロト
ン体粉末とした。
【００５１】
　次に、このプロトン体粉末０．４ｇを０．１モル／リットルのテトラメチルアミン水溶
液１００ｍｌに添加し、３日間攪拌した。このアミン水溶液中での攪拌工程により、酸化
物ナノシートの層間を剥離した。
【００５２】
　その後、得られた水溶液を３０００ｒｐｍで遠心分離し、遠心分離後の容器の底に沈降
する未剥離の層状酸化物を取り除いて、Ｓｒ２Ｔａ３Ｏ１０のナノシートのコロイド溶液
を得た。
【００５３】
　得られたコロイド溶液をマイカ上に滴下して乾燥させ、原子間力顕微鏡で観察した。
【００５４】
　図７に示すように、厚さ１．７ｎｍのナノシートが観察された。
【００５５】
　この酸化物ナノシートのコロイド溶液に２９０ｎｍの紫外光を照射したところ、図８（
ｂ）に示すような発光スペクトルであり、極めて発光強度が弱く、蛍光特性は得られなか
った。
【００５６】
　（比較例２）
　比較として、層状酸化物Ｂｉ２ＳｒＮｂ２Ｏ９を酸処理した後、剥離することによって
、酸化物ナノシートを作製した。具体的には、酸化ビスマン（Ｂｉ２Ｏ３）、酸化ストロ
ンチウム（ＳｒＯ）、酸化ニオブ（Ｎｂ２Ｏ５）を２：１：２のモル比で混合し、これを
大気中で９００℃４時間で焼成した後、さらに大気中で１２００℃４時間焼成することに
より、Ｂｉ２ＳｒＮｂ２Ｏ９を得た。
【００５７】
　得られた粉末０．５ｇを、３規定の塩酸溶液１００ｍｌに添加混合し、室温で２４時間
攪拌させた。その後、遠心分離により、上澄みを取り除き、新しい酸水溶液に入れ換え攪
拌した。この操作を３回繰り返した。
【００５８】
　その後、遠心分離によって、上澄みを取り除き、得られた粉末を純水で洗浄し、プロト
ン体粉末とした。
【００５９】
　次に、このプロトン体粉末０．４ｇを０．１モル／リットルのエチルアミン水溶液１０
０ｍｌに添加し、３日間攪拌した。このアミン水溶液中での攪拌工程により、酸化物ナノ
シートの層間を剥離した。
【００６０】
　その後、得られた水溶液を３０００ｒｐｍで遠心分離し、遠心分離後の容器の底に沈降
する未剥離の層状酸化物を取り除いて、ナノシートのコロイド溶液を得た。
【００６１】
　得られたコロイド溶液をマイカ上に滴下して乾燥させ、原子間力顕微鏡で観察したとこ
ろ、厚さ１．３ｎｍのナノシートが観察された。
【００６２】
　この酸化物ナノシートのコロイド溶液に２９０ｎｍの紫外光を照射したところ、図８（
ｃ）に示すような発光スペクトルであり、極めて発光強度が弱く、蛍光特性は得られなか
った。
【００６３】
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　以上のように、層状酸化物ＣｓＳｒ２Ｔａ３Ｏ１０や、Ｂｉ２ＳｒＮｂ２Ｏ９をプロト
ン交換した後、剥離反応によって得られるナノシートは、青色発光を示さないのに対して
、本発明の酸化物ナノシート蛍光体は、特異的に青色発光を示すものであることが確認さ
れた。
【００６４】
　本発明の酸化物ナノシート蛍光体は、上述のように、青色発光可能な蛍光体であり、プ
ラズマディスプレイ、発光プローブ、照明器具等の発光デバイスに応用することが可能な
ものである。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】ビスマス層状酸化物であるＢｉ２ＳｒＴａ２Ｏ９の結晶構造を示す模式図。
【図２】本発明の実施例におけるＢＳＴ粉末のＸＲＤパターン及びプロトン体ＢＳＴ粉末
のＸＲＤパターンを示す図。
【図３】本発明の実施例において得られた酸化物ナノシート蛍光体の原子間力顕微鏡像を
示す図。
【図４】本発明の実施例において得られた酸化物ナノシート蛍光体の吸収スペクトルを示
す図。
【図５】本発明の酸化物ナノシート蛍光体の励起スペクトル及び発光スペクトルを示す図
。
【図６】本発明の実施例において得られた酸化物ナノシート蛍光体の原子間力顕微鏡像を
示す図。
【図７】比較例において得られた酸化物ナノシートの原子間力顕微鏡像を示す図。
【図８】実施例及び比較例における酸化物ナノシートの励起スペクトル及び発光スペクト
ルを併せて示す図。

【図２】

【図４】

【図８】



(9) JP 5156947 B2 2013.3.6

【図１】

【図３】



(10) JP 5156947 B2 2013.3.6

【図５】

【図６】

【図７】



(11) JP 5156947 B2 2013.3.6

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０９－１４２８４４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１０－２２６５７２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－２９１１１９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０９６８９７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－０３７９６１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－３６７４３０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－２６０３５６（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第９６／０００７０４（ＷＯ，Ａ１）　　
              佐々木高義，新しいナノ素材：酸化物ナノシートコロイド，色材協会誌，社団法人色材協会，２
              ００３年１０月２０日，76巻第10号，391-396頁
              電気化学会第７４回大会講演要旨集,，P.425

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｃ０９Ｋ１１／００～Ｃ０９Ｋ１１／８９
              Ｂ８２Ｂ１／００～Ｂ８２Ｂ３／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

